


が進んでいると考えられる。
　　FexOy＋yC→xFe＋yCO（吸熱反応）  ……………（1）
　　CO



られてきた。しかしながら，製造されるDRI は石炭の灰
分由来で鉄分比率が下がること，および石炭由来の硫黄
分が高くなるといった問題があり，鉄鉱石からDRI を製
造するプロセスとしては商業化が進んでいない。
　一方，最近の資源・環境問題の観点から製鉄所内で発
生するダストのリサイクルが進められているが，高濃度
の亜鉛やアルカリ成分を含んだダストは既存の焼結・ペ
レット・高炉設備での再利用が困難で，そのリサイクル
が課題となっていた。FASTMETプロセスでは，製鉄ダ
スト中に含まれる亜鉛を粗酸化亜鉛として分離し，亜鉛
精錬原料としてリサイクルできるほか，鉄分はDRI とし
てリサイクルすることができる。こうした利点を生か
し，FASTMETプロセスは製鉄ダスト処理プロセスとし
て商業化が進んだ。
　現在は，製鉄ダスト処理プラントの商業機が5基稼動
中で（表1），いずれも，製銑および製鋼工程に向けた
DRI のリサイクルが行われている。
　DRI の形態としては， RHF に装入された塊のそのま
まの形で排出されるDRI と，輸送や保管時の強度と耐候
性に優れた熱間圧縮成型還元鉄（Hot Briquetted Iron）の
2種類がある。
　FASTMETプロセスによって製鉄ダストを処理した時
のDRIおよび2次ダスト（Zinc Dust）組成の一例を表25）

に示す。高還元率のDRI と飛散ダスト（鉄分）の含有が
少ない高純度の粗酸化亜鉛が製造されており，製鉄ダス
トからの鉄源と亜鉛のリサイクルに寄与している。

3．FASTMELT�プロセス

　前述の通り FASTMETプロセスによって製造される
DRI には，使用する石炭由来の灰分と硫黄分が高くなる
問題がある。これに対し，RHFと溶解炉を組合せること
によってFASTMETプロセスで製造されるDRIをそのま
ま高温で溶解し，脱硫，スラグ分離を行って溶融鉄を製
造する FASTMELT プロセスが開発されている6），7）。溶
解炉としては，電気アーク炉6）に加えて，石炭と酸素を
供給して熱エネルギーを得る石炭式溶解炉7）が適用でき
る。
　










